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新しい時代ヘ、競争力を高めたい企業。

新しい時代へ、持続力を高めたい北斗市。

私たちは同じ未来を目指すパートナーです。
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アップデートするまちづくり

池田 達雄
た つ おだい け

北斗市長

　北斗市には、先人たちから受け継がれてきた歴史や文化、豊かな自然環境、恵まれた

気候風土、そこで育まれる新鮮な農水産物など、多様な地域資源が数多くあります。

　また、北海道新幹線の開業により、首都圏や東北地方からのアクセスをはじめと

した交通利便性が向上し、観光やビジネスなどでの本市を拠点とした新たな人の

流れが生まれました。

　私たちは、この「ホクトのチカラ」を守り続け次世代に引き継ぐためにまちづくり

のアップデートを重ねています。それはパンデミックや緊迫した世界情勢、本市に

おいても最重要課題である人口減少問題などによって変化し続ける人々の生活や

価値観に対応するためです。

　北海道新幹線の効果を最大限に発揮し、地域全体に波及させ、本市の持続的な

発展につなげていくこと、そして、新函館北斗・札幌間が開業する2030年度を見据

えた将来ビジョンを確立し、新しい世代にとっても「ホクトのチカラ」が財産であり

続けるよう、産学官民一体となったまちづくりが不可欠であると考えています。

　この企業立地ガイドは、孟子の「天の時、地の利、人の和」をテーマに、企業立地に

おける北斗市のアドバンテージをさまざまな角度からわかりやすく紹介したもの

で、本市の進めるまちづくりをご理解いただき、企業立地をご検討いただきますよ

う、よろしくお願いします。

●人口　43,501人※ 
　　　　男　20,494人
　　　　女　23,007人

●位置　北緯　　 　東経

　東端　41°49"　140°43"
　西端　41°49"　140°25"
　南端　41°43"　140°33"
　北端　41°59"　140°31"

●地勢　本市は、北海道南部の渡島半島
に位置し、南東部は平野、西部は山岳、南
部は津軽海峡と函館湾に面しています。

 ※令和6年2月末 住民基本台帳

●世帯数　22,134世帯※

●面積　397.44㎢

未来のためのイノベーション

北斗市概要

ホクト
の アドバンテージ

３つの

新しい時代への取り組み
◆ SDGs の理念によるまちづくり
◆ ゼロカーボンシティ宣言
◆ 性の多様性を尊重するまち宣言

◀北斗市における
SDGsに関する取組について

◀「ゼロカーボンシティ宣言」
「性の多様性を尊重するまち宣言」
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